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    午前１１時３５分開会 

○委員長（岩本明央君） 只今より教育民生建設観光委員会を開会いたします。本会議

におきまして本委員会に付託されました議案２件につきまして、審査いたしますの

で、御協力をよろしくお願い申し上げます。市長さん何かございますか。 

○市長（村田弘司君） 別にありません。 

○委員長（岩本明央君） 議長さん。 

○議長（秋山哲朗君） 特にございません。 

○委員長（岩本明央君） 最初に、議案第８号平成２５年度美祢市観光事業特別会計補

正予算（第１号）を議題といたします。執行部より説明を求めます。はい、繁田観光

総務課長。 

○総合観光部観光総務課長（繁田 誠君） 議案第８号平成２５年度美祢市観光事業特

別会計補正予算（第１号）について御説明いたします。 

  本議案は、前年度となる平成２４年度観光事業特別会計において、決算見込みによ

り歳出に対し歳入が不足することが判明したため、地方自治法施行令第１６６条の２

の規定に基づき、現在の平成２５年度観光事業特別会計の歳入を繰り上げて、これに

充てるための予算補正を行うものです。 

 それではまず、今回の予算補正の原因となりました、前年度、平成２４年度の観光

事業特別会計の決算見込額につきまして御説明申し上げます。 

  最初に単年度収支としまして、歳入見込額を６億９，７９８万４，０４１円とし、

歳出見込額を４億３，５４６万４，９１６円と見込むことから、単年度収支では、２

億６，２５１万９，１２５円の黒字決算となる見込みであります。 

しかしながら、その前年度の平成２３年度の累積赤字に対する繰上充用金として７

億３，３７３万４，２７９円を支出したことから、その差し引き４億７，１２１万

５，１５４円、歳入が歳出に対して不足することが見込まれております。 

これを受けまして、本年度、平成２５年度の観光事業特別会計を議案のとおり補正

することといたしております。 

平成２５年度美祢市観光事業特別会計補正予算（第１号）のページ８－１０をお開

き下さい。 

はじめに、３歳出の下段、５款前年度繰上充用金・１項前年度繰上充用金、補正額

４億７，１２１万６，０００円の追加です。 

先ほど説明しましたように、前年度の平成２４年度予算に４億７，１２１万６，０
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００円の歳入不足が見込まれるため繰上充用するものです。  

 続きまして、歳出の４款予備費・１項予備費、補正額２億４，３００万円の減額で

ございます。これにつきましては、平成２５年度当初予算において、予備費として、

２億５，０３２万３，０００円を計上しておりましたが、このたびの歳入不足額４億

７，１２１万６，０００円に対応するための予算措置として、２億４，３００万円の

減額を行うものです。 

  続きまして、前ページ８－８をお開き下さい。２歳入として、６款諸収入・２項雑

入・目２歳入欠陥補填収入、補正額２億２，８２１万６，０００円を追加するもので

す。 

 これは、歳出で御説明申し上げました前年度繰上充用金４億７，１２１万６，００

０円から、予備費の２億４，３００万円を差し引いた差額２億２，８２１万６，００

０円を歳入欠陥補填収入として補正計上するものです。 

 以上が、今回提案した補正予算案でありますが、ここで、今回の補正理由である平

成２４年度美祢市観光事業特別会計決算見込みにつきまして、御手元にお配りしてお

ります資料に基づき、その内容を御説明させていただきます。 

 はじめに、歳入から御説明申し上げます。歳入区分としまして、秋芳洞、大正洞及

び景清洞、養鱒場、そしてリフレッシュパークの施設ごとに４区分としております。

歳入見込額の小計を歳入欄の下から３行目に集計しております。各施設区分の内訳と

しまして、秋芳洞６億１，６７２万８，２５４円を○アとし、大正洞及び景清洞２，８

２９万５，７３９円を○イ、養鱒場１，６８３万８，４０１円を○ウ、リフレッシュパー

ク３，６１２万１，６４７円を○エと示しております。 

以上○ア～○エを合計した歳入小計額６億９，７９８万４，０４１円を○オとしておりま

す。 

  続きまして、歳出について御説明をいたします。中段小計（Ｂ）になりますが、区

分としまして観光総務費の一般管理費１億６，７４４万９，２７９円を①とし、次に

施設管理費２，２１９万３，２８１円を②としております。区分の業務管理費の秋芳

洞管理費７，８２７万８，５７９円を③、大正洞・景清洞管理費として、２，４５３

万４，５２５円を④、養鱒場管理費１，９４５万３，９１２円を⑤とし、リフレッシ

ュパーク管理費５，５４６万３，７７５円を⑥としております。 

  続きまして、区分観光振興費の 一般管理費６，３３８万４，０９０円を⑦、台湾

交流拠点施設事業費４７０万７，４７５円を⑧としております。 
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以上①から⑧を合計した歳出小計額４億３，５４６万４，９１６円を⑨としており

ます。従いまして、先ほど御説明を申し上げました平成２４年度単年度収支は、歳入

小計額である○オ６億９，７９８万４，０４１円から歳出小計額の⑨４億３，５４６万

４，９１６円を差し引いた２億６，２５１万９，１２５円の黒字見込みとなります。 

平成２４年度の歳入不足額ですが、歳出小計額⑨４億３，５４６万４，９１６円に

前年度繰上充用金７億３，３７３万４，２７９円を加えた歳出の合計額は１１億６，

９１９万９，１９５円となります。 

よって、歳入合計額○オ６億９，７９８万４，０４１円から歳出合計額１１億６，９

１９万９，１９５円を差し引いた４億７，１２１万５，１５４円が平成２４年度の歳

入不足額として見込まれるものであります。 

最後に財政健全化計画との比較につきましては、財政健全化計画上は、平成２４年

度の歳入不足額を４億１，６４８万８，０００円としておりますことから、平成２４

年度決算見込みでは、４億７，１２１万６，０００円となり、よって５，４７２万

８，０００円の未達ということになります。 

財政健全化計画では、平成２６年度において、累積赤字の解消を予定しておりま

す。従いまして、今年度末の累積赤字額４億７，１２１万６，０００円を残り２年間

で解消することとなります。単年度になおしますと、約２億３，５６０万円の単年度

黒字額が必要となります。平成２４年度の単年度黒字額は約２億６，２５１万円で

す。平成２４年度の支出の内、単年度限りの特別な費用は特にありませんでしたの

で、今後個々の歳出の削減によりいっそう努め、平成２４年度の黒字幅を最低限維持

する必要があります。 

また、平成２６年度予算編成時期であります平成２５年１２月に平成２５年の決算

見込みを立て、計画どおり確実に平成２６年度での累積赤字解消を可能とします予算

案を作成し執行する考えでございます。 

なお、参考資料としまして、３洞の入洞者数の集計表をお配りしておりますので、

ご覧いただければと思います。以上でございます。 

○委員長（岩本明央君） はい、説明が終わりました。本案に対する質疑はございませ

んか。はい、岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） 今御説明がありまして、平成２６年度中には要するに今までの

観光事業特別会計における累積欠損金がゼロになるという説明がありました。それ

で、２年後にはゼロなんですけれども、そこを見据えてのですね、今後秋吉観光戦略
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についての行政としての成長戦略、どのような方向性で行くか、何かそういったビジ

ョンというものがあると思いますけれども、その辺について御説明お願いします。  

○委員長（岩本明央君） 手を挙げてすみません。はい、繁田観光総務課長。 

○総合観光部観光総務課長（繁田 誠君） 岡山委員の御質問にお答えしたいと思いま

す。平成２６年度での黒字達成を約３,０００万円から５,０００万という形で見込ん

でおります。その見込額につきましてはですね、歳入につきましては、当面振興策を

十二分に練り、観光振興課、今年４月から発足しました一般社団法人美祢市観光協会

との連携を密にして、振興策を図りながら収入増は当然見込んでいくわけですけど

も、現在の歳出抑制を引き続き行いまして、現在の黒字額を基本的には維持しながら

歳入を伸ばす計画でございます。以上です。 

○委員長（岩本明央君） よろしいですか。はい、岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） ざっくりの説明ありがとうございました。いずれにしても、市

長の戦略室とそして総合観光部との連携で、今後新たな観光事業における成長戦略は

組まれて行っていくと私は期待しております。 

それでですね、今回美祢市では４月から市の職員、そして市議会議員、市の観光協

会職員を対象としてですね、観光名所であるこの秋芳洞等３洞を中心に、この観覧料

が半額券がついた名刺を配っております。今私と皆さん議員全員持っておられると思

います。これ反対に書いてますけれども、普通観覧料半額割引券、２年間この有効と

いうことで非常に私も昨日ですね、神戸から来られた方、そして、愛知県から来られ

た方、この方に関してしっかりと半額料をですね、差上げまして非常に喜んでおられ

て、また行きましょうという、そういったお話を聞きました。非常にインパクトのあ

る名刺の普通観覧料半額券であったと思います。 

こういったところも一つの美祢市の成長観光事業の成長戦略に私はつながっていく

んではないかと思っております。今後これによって、観覧者数の統計まだ出てないと

いうことでありますけれども、この２年間で私は多少なりとも変わっていくんではな

いかと思っております。 

たまたまですね、昨日公明新聞に５月２３日、山口美祢市ということで今私が申し

上げたようなかたちでですね、６面に４割程度。（発言する者あり）普通であれば１

００万程度かかるような宣伝料がタダでですね、これ全国５０万部発行してますから

いろんなとこ見られてですね、また秋芳洞に行ってみようっていう方が、私は増えて

くるんじゃないかとそのように期待しております。 
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今後この２年間ということで、ますます観光に来られる方が増える減るということ

はあると思いますけれども、今後増えたらさらに、この２年間を延長するのかどう

か、その辺の今後の捉え方についてはどのようなお考えでしょうか。お尋ねします。 

○委員長（岩本明央君） はい、村田市長。 

○市長（村田弘司君） 岡山委員、今公明新聞見せて頂いて非常に嬉しいです。素晴ら

しい、全国版にこんなに大きく記事として、秋吉台、秋芳洞の集落そして、半額券で

すね、ありがたいですね。 

今、今後の歳入歳出動向によって、財政健全化２年を伸ばすことがあるかというこ

とですが、ないですね。というのがですね、間違いなく今年度と来年度で、合併時に

１５億７，０００万約１５億７，０００万累積赤字があったんですよ。それを今、き

ょうお示ししましたようにですね、２４年にもう４億７，０００万まで圧縮、ですか

ら、１１億円、この５年間で約１１億円の赤字を解消してきたということです。です

から、今後この２年間にですね、先ほど担当課長のほうから御説明しましたけれど

も、間違いなくこの計画通り累積赤字を全てなくして、今後はですね、毎年２億から

３億の黒字を出してますからここまでですね、これを地域振興なり観光振興に結びつ

けていこうという思いがあります。 

また、ジオパークのこともありますしね、国際交流のこともあります。昨日もシン

ガポールから実は取材に来られて、秋吉台、秋芳洞を見て帰られました。非常に感動

して帰られたということでね、今後も東アジアと言いますけど私よく、東南アジアの

方からもですね、沢山の人を導き入れたいというふうに思っております。以上です。 

○委員長（岩本明央君） はい、岡山議員よろしゅうございますか。そのほかございま

せんか。はいどうぞ、荒山委員。 

○委員（荒山光広君） 今岡山委員の方から割引券の名刺の話が出ましたので、その他

の項でやろうと思ったんですけど、せっかく今話が出ましたので具体的にですね、も

うすでに使われているかたもおられると思いますけれども、その窓口での処理の仕方

といいますか、その辺がどういうふうになっているのか、と言いますのも、この名刺

が何回でも使えるということで、窓口に提示をして持って帰られると思うんですね。

その時の窓口での現金の差額、その辺の処理についてですね、どういうふうなことを

やっておられるのか、その辺についてお尋ねしたいと思います。 

○委員長（岩本明央君） はい、綿谷観光振興課長。 

○総合観光部観光振興課長（綿谷敦朗君） 荒山委員の御質問でございます。今現在で
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すね、その半額割引の利用者数、５月１５日現在ですが、２０２名の方が割引券を利

用されて入洞をされております。 

この処理の仕方と言いますのは、持って来られた方、割引券通常半額割引の備考欄

に計上しまして、何名の方がこれで名刺で入られたという統計を各入口のほうでとっ

ております。それを３カ月、半年、第１、第２半期等で締めていきまして、これから

しっかり検証していきたいというふうに思っております。以上でございます。   

○委員長（岩本明央君） はい、荒山委員。 

○委員（荒山光広君） 当然集計はしておられると思いますけれども、その集計の仕方

でですね、例えばその半額にしたという証拠と言いますか、その辺が残るようなこと

になってるのか、と言いますのがその名刺を渡されれば、これで入られましたよとい

うのが分かるんですけど、その辺のチェックですね、その１枚で５名とかですね、３

名とか、５名までですからね、その２名入られた、３名入られた、その辺の証拠と言

いますか、その辺のチェックがどういうふうになっているかですね。 

○委員長（岩本明央君） はい、綿谷観光振興課長。 

○総合観光部観光振興課長（綿谷敦朗君） ただ今の御質問でございます。窓口の方で

名刺１枚につき何名入られたという統計は取っております。以上でございます。 

○委員長（岩本明央君） はい、荒山委員。 

○委員（荒山光広君） 当然統計取っておられますけど、悪い言い方すれば、その帳面

に名刺は提示されてないけど、今日３名入られましたよっていうことで、こういうこ

とはないと思いますけど、半額ちょっとねということが可能性として、あってはなら

ないことですけど、今後その事故防止のためにですね、その辺のチェックの体制、い

わゆる証拠ですね。何ていうか言う意味分かりますかいね。やから統計的にはね、今

日何名入られましたよっていう数字は記入されますけど、その数字がその本当に名刺

を提示されたかどうか、その名刺を置いてかれれば分かるんですけど、その辺のチェ

ックがどういうふうになっているかということです。 

○委員長（岩本明央君） はい、綿谷観光振興課長どうぞ。 

○総合観光部観光振興課長（綿谷敦朗君） ただ今の御質問でございます。窓口のほう

では複数人でチェックをしておりますことと、どなたの名刺を持って来られて、それ

で何名入られたかという統計も取っておりますので、委員御指摘のようなことはまず

ないというふうに考えております。以上でございます。 

○委員長（岩本明央君） はい、荒山委員。 
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○委員（荒山光広君） 私もないとは思ってますけど、人間のやることですからその辺

の仕組みをですね、もう少し精査されてお互いに不正のないような形でですね、再度

検討して頂けたらというふうに思います。以上です。 

○委員長（岩本明央君） その他ございませんか。はい、秋枝委員。 

○委員（秋枝秀稔君） 私もその他の項でお聞きしようと思っておったんですが、出ま

したんで。今年ですねゴールデンウィークでですね、非常に天気も良かった、国内旅

行も最高ということでですね、今年の入洞者は非常に気になるんですけど、この辺の

数字がありましたらですね、ここで教えて頂けたらというふうにちょっとお願いいた

します。 

○委員長（岩本明央君） はい、繁田観光総務課長。 

○総合観光部観光総務課長（繁田 誠君） 秋枝委員の御質問にお答えします。新聞報

道等によればですね、まず、中国管内で言えば自動車道の開通、それと御存知のとお

り広島の菓子博によりまして広島県、それと鳥取、出雲、松江地方が大幅に伸びたと

いう報道を目にしております。また、他の新聞によりますと山口県でもかなり健闘し

て来客って言いますか、訪れた観光客数は増加傾向にあったという新聞報道を見てお

ります。さて、美祢市が誇る３洞につきまして、現在データが届いているものにつき

まして御報告をします。最初に秋芳洞ですが、３万８,２８３人、昨年比残念ながら

マイナス９．６％、景清洞１,５５１人マイナス０．２％、大正洞１,１０９人マイナ

ス１１．３％、ほかに弁天池、養鱒場関係４,３２０人昨年比１２．９％、サファリ

ランドにつきましては３万９,０５７人で、昨年比１．５％の伸びとなっておりま

す。 

今年のゴールデンウィークの分析としましては、前半３連休の後、平日を３日挟ん

だことによりまして、前半の３連休が通常の３連休、といった感じに受け止められた

のではないかと推測しております。そのことで実質のゴールデンウィークは後半４連

休となりまして、最終日を除く３日間に観光客が集約されたものと判断しておりま

す。また、あまりにも好天に恵まれすぎたことによりまして、鍾乳洞観光というより

も、むしろ屋外型レジャー中心の動向ではなかったかと分析しております。以上で

す。 

○委員長（岩本明央君） はい、秋枝委員。 

○委員（秋枝秀稔君） 大変説明ありがとうございました。よく分かりました。確かに

ですね、連休の間挟みましてからですね、確かにその辺があると思います。また、頑
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張って頂きたいというふうに思います。以上です。 

○委員長（岩本明央君） そのほかございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは本案に対する御意見はございませんか。特に反対意

見はございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それではこれより議案第８号平成２５年度美祢市観光事業特

別会計補正予算（第１号）を採決いたします。 

本案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） 全員異議なしと認めます。よって議案第８号は原案のとおり

可決されました。 

  次に議案第９号平成２５年度美祢市住宅資金貸付事業特別会計補正予算（第１号）

を議題といたします。執行部より説明を求めます。はい、三浦地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（三浦洋介君） 議案第９号９－１ページでございます。平

成２５年度美祢市住宅資金貸付事業特別会計補正予算（第１号）について御説明いた

します。 

 これは、平成２４年度決算見込において、歳出見込が３，１７５万２，０００円で

あるのに対し、住宅資金償還金の未納により、歳入見込が２０２万７，０００円とな

り、差し引き２，９７２万５，０００円の歳入不足が見込まれます。 

  このため、地方自治法施行令第１６６条の２の規定により、平成２５年度から繰上

充用を行うための補正をお願いするものでございます。それでは、平成２５年度美祢

市住宅資金貸付事業特別会計補正予算（第１号）の９－１０、９－１１ページをお開

きください。 

 以上によりまして、歳出につきましては、前年度繰上充用金を２，９７２万５，０

００円計上し、歳入につきましては、９－８、９－９ページにお戻りください。２款

諸収入・１項貸付金元利収入・１目住宅資金貸付金元利収入として、同額の２，９７

２万９，０００円を補正計上しております。 

  以上の補正によりまして、平成２５年度美祢市住宅資金貸付事業特別会計における

既定予算の歳入歳出それぞれ２，９７２万５，０００円を追加し、歳入歳出予算それ

ぞれの総額を３，１５３万７，０００円とするものでございます。以上よろしくお願
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いいたします。 

○委員長（岩本明央君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは、本案に対する御意見はございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それではこれより議案第９号平成２５年度美祢市住宅資金貸

付事業特別会計補正予算（第１号）を採決いたします。 

本案について原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） 全員異議なしと認めます。よって議案第９号は原案のとおり

可決されました。 

  以上を持ちまして、本会議で本委員会に付託された議案２件につきましての審査を

終了いたしました。それでは、お手元のレジメの３その他の項目で、皆さんのほうか

ら何か御発言がありましたら、お願いをいたします。 

先般ジオパークのプレゼンテーションがあったということで報道されております

が、その辺のことをもし説明なり、様子がお願いできますかね。はい、林副市長お願

いします。 

○副市長（林 繁美君） 先日、日本ジオパークのプレゼンテーションがありまして、

美祢市も参加いたしました。そのプレゼンに参加された方も１０カ所あったわけなん

ですが、市単独が美祢市を入れて２カ所でありました。それぞれ１０分間説明をし

て、１０分間審査員から質問を受けるという形で進められました。 

美祢市は当然パワーポイント等を持って、めざそうジオパークということで、色を

白、黒、赤といったところでプレゼンをやったところです。審査員は学者さんが主体

ですので、やはり行政的なところにはですね、ちょっと私としては物足らないところ

はあったようです。中にはプレゼンに参加された団体の中には、大学の先生等もおら

れますし、また参画されたところでも大学が先行して手を挙げておられると。行政を

今から説得していくというところもありました。一応美祢市については、今までセミ

ナーとか講演会等を通していろいろな研修を行ってますし、これからの取り組み等も

発表しました。 

ただ、審査員から新聞にもちょっと出てましたが、なぜメジャーな秋吉台を前に出

さないのかという御質問もありました。しかしながら、説明の中で、２０年の３月に
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合併して新しく出来て５年目の行政ですから、やはり一体感の醸成っていうことで、

特定なところは頭出しするよりは、旧一市二町ですね、それぞれ地質的にも特徴があ

るので、それらを絞って美祢市は取り組んできたっていう説明はいたしました。 

今後ですね、今度は９月ですか現地に入られるということです。審査員の方が２名

ほど入られるということで、現地視察を行った後、１０月に全国大会が隠岐であると

いうこと聞いてますので、そこでもし合格すれば、日本ジオパークの認定がもらえる

という形になります。 

それと大きな世界ジオパークですが、今ユネスコのメニューなんですが、今年から

正式にユネスコの事業と言いますか、メニューに格付けされたということで、今から

また世界遺産と併せてジオパークの認知度と言いますか、それも上がってくるんでは

ないかと思います。一応プレゼンの感触は以上でございます。 

○委員長（岩本明央君） はい、ありがとうございました。何かそのほか、よろしいで

すか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） ないようですので、これにて本委員会を閉会いたします。御

審査、御協力誠にありがとうございました。お疲れ様でした。 

    午後０時１０分閉会 
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